
強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会 

開催要綱 

１．趣旨 

自閉症や知的障害の方で強度行動障害を有する者は、その特性に適した環境調整や支

援が行われない場合には、本人の困り事が著しく大きくなって行動上の課題が引き起こされ

るため、適切な支援の継続的な提供が必要である。現状では、障害福祉サービス事業所で

は受入が困難なために同居する家族にとって重い負担となることや、受け入れた事業所に

おいて適切な支援を提供することができず、意欲のある支援者が苦悩・疲弊し、本人の状態

がさらに悪化するなどの実情もある。 

このような状況や社会保障審議会障害者部会報告書（令和４年６月）における指摘を踏

まえ、強度行動障害を有する者の地域における支援体制の在り方、支援人材の育成・配置

ついて検討するため、「強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会」を開催

することとする。 

 

２．検討事項 

（１）強度行動障害を有する者の地域支援体制構築に関する事項 

（２）その他 

 

３．構成等 

（１）本検討会は、社会・援護局障害保健福祉部長が学識経験者、強度行動障害支援等

の関係者の参集を求めて開催する。 

（２）構成員は、別紙のとおりとする。 

（３）本検討会に、座長及び座長代理を置く。 

（４）本検討会の座長は、構成員の互選により選出し、座長代理は構成員の中から座長が 

指名する。 

（５）座長は、必要に応じ意見を聴取するため、参考人を招聘することができる。 

（６）その他、検討会の運営に関し、必要な事項は座長が定める。 

 

４．その他 

（１）本検討会の庶務は、社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課障害児・発達障害者

支援室が行う。 

（２）検討会の議事、資料及び議事録は原則として公開とする。内容により非公開にする必

要があると座長が認めた場合には、非公開である旨及びその理由を明示するとともに、

座長が認める範囲において議事要旨を公開する。 
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會田 千重 独立行政法人国立病院機構肥前精神医療センター 療育指導課長 

市川 宏伸 一般社団法人日本発達障害ネットワーク 理事長 

井上 雅彦 一般社団法人日本自閉症協会 理事 

田中 正博 一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合 専務理事  

橋詰 正 特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会 理事・事務局次長 

樋口 幸雄 公益財団法人日本知的障害者福祉協会 副会長 

日詰 正文 独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園研究部 部長 

福島 龍三郎 特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク 理事 

松上 利男  一般社団法人全日本自閉症支援者協会 会長 

渡邊 亘 札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部 障がい福祉課 自立支援担当課長 


